第2回シンポジウム「安全・安心なまちづくりをめざして」開催
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２００９年２月１５日(日)、中川西地区センターにおいて、第２回

シンポジウムを開催しました。住民、中川駅前商業地区振興会、東京

都市大学、行政など３０人を越える方々が参加し、中川周辺の安全、

安心なまちづくりについて意見を交換しました。

主な研究発表、報告は以下のとおりです。
１．武蔵工業大学（現東京都市大学）室田研究室学生による発表
（１）安心カラーベルトの効果　（Ａ地区）　　　　　
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　　　　　　　　　　　　○　８割以上の歩行者がカラーベルト内を歩くようになり、車と歩行者との交錯が減少して、歩行者の安全が向上した。

○　アンケートでも６割以上の人、特に高齢者の方が安全になったと回答している。残された問題として、道路の狭さ、一方通行化、車のマナー改善などが挙げられた。以上のことから、安心カラーベルト事業は、歩行者と車の錯綜を減らし、幅員の拡幅が困難な条件下では、費用をかけずに安全性を向上させる効果があることがわかった。
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（２）自転車歩行者専用道路の自転車利用　　　　　　　　　　　

○　中川地区は道路が傾斜しているので自転車に慣れていない子供がス

ピードを出して走行をしている。また、都筑ふれあいの丘に比べ長時

間駐輪が多い。

○　都筑ふれあいの丘は中川地区に比べ道路の幅員が狭く、歩行者、自

転車利用者双方の通行量が多い。

○　利用者の通行量、錯綜数と自転車の乗り方が歩専道の安全性に影響

を与え、自転車利用実態と住民の問題意識は必ずしも一致していない。　　　　　　　　　

２．利用者からみた安全性

（１）学童からの視点　　・・・・・・・・・・・・・・・　中川西小学校　保護者　
・　駅前遊歩道から車道に出る部分（Ｌ字カーブ部）がカラーになって子供達の安全への認識が高まり良かった。

・　小学校の取組みとしては、マルエツ前遊歩道から車道に出る横断歩道の手前と、ＳＴＥＰ塾脇の遊歩道から車道に出る手前に、足型マークをペイントした。

・　マルエツ側横断歩道では、保護者が朝旗振りをしている。また、中央遊歩道での子どもたちの歩き方が他の人に迷惑を掛けないよう、昨秋からマナーパトロールもしている。
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・　自転車の乗り方指導の実施、乗り方についてのお便りも出している。　　　

（２）車椅子利用者からの視点　　　・・・・・中川3丁目　住民
・　カラーベルト化でいくぶん通りやすくなったが、2台の車がすれ違

う時や旧ヤマダ電機の地下駐車場から車が出る時など、道路ぎりぎり

まで車が迫ってくるのでまだまだ安心して通れない。避けようにも障

害者や乳母車はとっさに動けない。安全のために歩行者空間の拡幅を

是非実現して欲しい。

３．ビルオーナー側からの歩行者空間とは　・・・中川駅前商業地区振興会会長　大久保信正さん
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オーナーたちはビルを建てる時セットバックだけでなく、通り抜け通路など町の回遊性にも気を配っている。ビル入口にスロープをつけたり、障害者用トイレを作るなど安全・安心のまちづくりを考えている。

中川は、平成19年度から「福祉のまちづくり重点推進地区」に指定され、中川駅上ビル（地域ケアプラザ・老人保健施設・保育園）の建築も再開し5月末には完成の予定である。これを契機として、センター南・北・中央地区やららぽーと地区のような大型商業地区とは違う、中川を住みやすいまちにしていきたい。

次回ぐるっと緑道・遊歩道研究会は、７月５日（日）１３時～１５時まで中川西地区センターで開催します。皆様のご参加をお願いいたします。
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